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物事を「プラス思考」で考える
～ 美しく・温かく・常に前進 ～

校長 斉藤 直之

6月27日、気象庁は「関東甲信地方、

東海地方、九州南部が梅雨明けしたとみ

られる」と発表しました。

関東甲信地方は平年(7月19日ごろ)よ

り22日早く、昨年(7月16日ごろ)より19

日早い梅雨明けで、統計開始以来最も早

い梅雨明けだそうです。６月中の梅雨明

けは、6月29日に梅雨明けした2018年以

来４年ぶりとなります。

今後は、厳しい暑さが予想されます。

適切なマスク着用のもと、梅雨明け直後

の熱中症には、十分ご注意ください。

梅雨明けの報道を見ていて、疑問を感

じ、調べてみることとしました。それは、

６月から７月に降る雨の時期に、なぜ

「梅」の字が使われているのかです。い

ろいろな説があるようですが、その一つ

を紹介します。

梅の実が大きくなるためには雨が必要

です。６月の初めのころはまだ実が硬く

ても、６月の終わりごろには大きくなっ

て収穫ができるようになります。大きく

なった梅の実が熟して潰れる時期でもあ

ることから、「梅が潰れる時期の雨」と

いうことで「梅雨（つゆ）」になったそ

うです。

さて、雨がたくさん降っていると外に

も出かけづらいし、じめじめしていてい

やだなあと思う人もいるかと思います。

でも、このたくさん降る雨は、日本に住

む私たちにとって、とても大切なものな

のです。私たちが、毎日食べているお米

は、６月から７月にかけて大きく生長し

ます。お米が育つためには、たくさんの

水が必要になるので、梅雨の雨が大切な

のです。また、私たちの生活にも水が欠

かせません。飲み水やお風呂や洗濯・料

理等、毎日たくさんの水を使っています。

そのためには、水を貯めておく必要があ

ります。特に、梅雨が明けると暑い夏が

やってきて、雨も少なくなります。日本

では、山に降ったたくさんの雨を、山の

中で川を堰き止めて作った「ダム」に貯

めることができます。私たちは、そのダ

ムから川に流れてくる水を、きれいにし

て使っています。梅雨の雨は、私たちが

夏に使う水を、たっぷりとダムに貯める

素晴らしいチャンスになるのです。こう

考えると、梅雨の期間は大切なのだとい

うことがよく分かります。そう考えると、

梅雨が明けたからと言って、喜んでばか

りはいられません。水不足といった新た

な課題も見えてくるからです。

よく考えてみると、一つ一つの物事に

は意味があり、様々な繋がりの中で私た

ちの生活は成り立っているのです。梅雨

の話題一つから、SDGsの考え方につなが

るように、ものの考え方によって、見方

は変わるのです。

暑い夏が始まります。暑い中でも楽し

みを見つけ、充実した意味のある生活を。

何事も「プラス思考」でいきましょう。


